
古代ロシア語の関係詞 ИЖЕ と ʢʦторыl<: について

―16世 紀 の 文 献 を 中心 と した関 係 詞 の 変 遷 ―

藤代 節

0.は じ め に

 古代 ロ シ ア語1}に お いて 関 係詞 と して 多 用 され る も の に 、H肥 とKOTOPHHが

あ る。 この2つ は 、 ロ シア語 史上 で 、主 と して 、 文 献 の性 格 に よ って 分 布 を

異 に しな が ら も、共 に関 係 従 属節2〕 を導 く機 能 を 担 って きた 。 と こ ろ が現 代

ロ シア語 に お い て は、 この二 者 の うちKOToP磁(KOTOPb朋)の み が 関 係 代 名詞 と

して 機 能 して い る。

 本 稿 に お い て は 、 鴎Eか らKOTOP躡 、 も し くは、 班XE、 KOTOPHKか らKOTOPH日

と い う変 遷 に っ い て 両 者 に と って 最 も意 義 深 い 時 期 で あ った と考 え られ る16

世 紀 に お いて 、 両者 が どの よ うに 使用 され てい た か を 明 らか に し記 述 す る こ

とを第 一 の 目標 と した 。 そ れ に基 づ き、古 代 ロ シア語 の関 係 詞H兆EとKoTOPL皿

の現 代 ロ シア語 に至 る変遷 上 、看 過 す る ことの で きな い点 に つ いて 考 察 を 行

い た い。 従 来 の 研究 で は、 長 い時 間 幅 を一 時 に扱 った もの(Cy猷 照a:1954)

や 、両 者 の うち 一 方 の み を専 ら扱 った もの(KaqeBCK餬:1954)が 多 か った の

で 、本 稿 は そ れ らを補 う もの とな ろ う。

1.関 係 詞 と して の 撚EとKQToP硼

 ロ シア語 に お け る関 係 詞 は、 次 の2っ の タ イ プ に大 別 で き る。

i)従 属 複 雑 文 に お い て 、主 節 中 の 所 与 の(代)名 詞(句)を 修 飾 す る従 属 節

を導 く(す な わ ち、 そ の従 属 節 と主節 を結 び付 け る接 続 詞 と して の 役 割 と 、

従 属 節 中 に お い て 代 名 詞 あ る いは 副 詞 の役 割 を 果 た す)単 語 と して の 関 係 詞 。

例1.3)

  齟HTc努He corP朏 鮒y60ry, H ecTb noraHoro roPもe, H o6団H矼Kh

eCTb HeqeCT猟B預 邑b,    O        HHX ⊇Ke ∬POPOKb 猟CaH牙 peqe:

  「不 信 心 な者 共 」 prp.+P.  H肥  
皿.pl』).       「一についてj    皿.P1.P.

/1疋側.,M.18/

厂彼 は 、神 に対 して恥 ず べ き こ とが な い と考 え て い る が 、 彼 は異 教 徒 よ り

も悪 し く、 予 言 者 イ サ ヤ が(そ の人 々 につい て)語 った不 信 心 な 者 ど も と

共 犯 だ。 」
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伊12. H Te6e 6u丿10 neK5…T翼 Ha      cBoHx   J臆)丑e亘, KoTopHe }lenpaB且o田

            prp.+A. 「自 分 の」 「人 々 」m.p1.N.            
「一に文寸 して」 皿。pl.A m.pl.A.

nOCHJIaiOT, a Ha田 斑 HOCπH OT Te6只 HanPaCHO 岬qH渥HCb OT TBOerO

「伝 える」

prs.P1.3

Hepa3cy濫eH班 兔./HOC. Hor.皿./

「お ま え は 、 偽 り を 伝 え る お ま え の 家 来 た ち を 責 め る べ き だ っ た の だ 。 当

方 の 使 い の 者 は 、 お ま え の と こ ろ へ 行 っ て お ま え の 無 分 別 に 苦 し ん だ の だ.」

ii)従 属 複 雑 文 にお い て、 主 節 中 に被修 飾 語 と な る(代)名 詞(句)を 持 た

ず 、 名 詞 節 を 導 き㍉ 接 続 詞 と代 名 詞 の役 割 を果'た す単 語 と して の関 係 詞。

例3.He齟H, qeπoBeqe, qKoπo兆BH酪HKe ce, Ho盟CTHHHy TH rmro脚:

BocTaHH cKoPo H noBも 濫皿b, 51⊃Ke Th nPeコKe Bo3BecTHx.  /K.H., r.兀.71/

H肥      r告げ る」
      aor.sg.1

「人 よ 、 この 光 景 が偽 りだ と考 え るな 。私 は 、 お ま え に真 実 を語 って い る

の だ 。 す ぐ に起 き て私 が か って お まえ に告 げ た こ とを 見 な さい。 」

古 代 ロ シア 語 にお い て は、 次 の ものが 関 係 詞 と して の 役 割 を 果 たす4〕:

KoTOPb財 、 KO澀、 H泓E、 KTo、 qTO、 r肥 、 Ky丑A、 OTKy丑A、 H衄)KE、 KOrムA、 別(0、

E』HKO等 。 これ らの 関 係詞 の うち、 嬲EとKOToPb旧 は 、 使 用 の頻 度 が 高 く、 古

代 ロ シ ア語 の 文 献 で み る限 り、統 語 上 の機 能 及 び形 態 上 の振 舞 い に お いて 競

合 関係 に あ る と判断 で きる関 係 詞 で あ る。 この 二 っ は 、 当 然 の こと な が ら、

古 代 ロ シア語11世 紀 か ら17世 紀 の 長 い時 間 を通 して常 に 拮 抗 状 態 にあ った と

は 考 え られ な い 。文 、 あ―る時 期 に 斉 一的 にH肥 がKOTOPH矼 に交 替 した と も考 え

られ な い 。 こ れ ら二 っ は、 そ の分 布 を異 に しな が ら、 又 、各 々が 、 変 容 を 経

な が ら、 一 方 は消 失 し、一 方 は現 代 ロ シア語 の 関 係 詞 の 体 系 の 中 で 大 きな 一

画 を なす に 至 る ので あ る。

 H麗 とKoTOPHHは 、 先 行 詞 に性 ・数 にお いて一 致 し、 従 属 節 中 で の 要求 に 応

じて格 を 変 え る。 これ ら二 っ の来 源 と考 え られ る と こ ろ は全 く異 な って い る。

従 来 の見 解 の ほ ぼ一 致 す る と ころ で は、H肥 は指 示 代 名詞 のHに 強意 の助 辞 麗

が 組 合 わ さ っ た もの だ と され て い る(BycπaeB:1959,πo猷eB:1956等}。 指 示

代 名詞 に来 源 を持 っ た め、H肥 は本 来 的 に前 方 照 応 とな る。 っ ま り指 示 を 受

け る名 詞 を含 む文(従 属 複雑 文 で は主 節 に あ た る文)が 先 行 し、 そ の 被 指示 詞

を受 け てH肥 が 後 置 され 、 そ の主 節 を 補 う文(同 上 、 従属 節)が 続 く。 そ し

て そ の 二 文 は 、 パ ラ タ ク シ ス、 も し くは 重 文 の 形 式 くす な わ ち、二 つ の文 が

並 置 の 接 続 詞H「 そ して 」 や田0「 す ると」 等 で っ なが れ る形 式)を と って 生
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起 す る。 この パ ラタ ク シス に よ る 、 も し くは、 並 置 の 接 続 詞 に よ り結 ばれ た

文 の中 のH肥 が や が て関 係 従属 節 を導 く関係 詞 と して の臨Eと な った と考 え ら

れ て い る。51

 一 方 、関 係 詞KOTOPHHの 来 源 す る と こ ろにつ いて は 、 一致 した見 解 は得 ら

れて い な い。 例 えば 、Cy猷HHa(1954)6)は 、 KOTOP囲 は 、 元 来 、疑 問 詞 であ り、

KOTOPb珥 に よ って 形 成 され る関 係 従 属 文 は、疑 問文 と答 えの 文 が結 合 した も

の と考 え られ る とす る一 方 で、 疑 問 詞 の 持 っ不 定 的 な 意 味 が 具 体 化 した と も

考 え られ る と して い る。 又 、Ickler(1981)は 不 定 代 名 詞 詞 的 な意 味 か ら関 係

詞 の用 法 が 派 生 して きた と して い る。7)

 両 者 が 、 関 係 詞 と して使 用 され 出 した 時 期 に つ い て は 、文 献 上 の 制 限 もあ

り、明 確 に は しえ な い が、8)こ れ ら来 源 の異 な る関 係 詞 が ロ シア語 史 上 で 一

時期 は共 存 し、 やが て 、KOToPHHの みへ と、 そ の関 係 詞 と して の機 能 を移 行

させ た。

 次 の 例 は、 古 代 ロ シア語 に よ る最 古 の 文 献 「オ ス トロ ミー ル の福 音 書 」9)

と、現 代 ロ シ ア語 に よ る福 音 書 の 対 応 す る箇所 で あ る 。

例4.B・c・PbCL儡.5A・yTP・ ・-bp… 諏6….}棚 帆 ・pb・ ・ξ 酌^酬

M角r丑A刀HN憾 ・     ■k5    盥 旧5r珂A cξ丑渦b 6もcb・ /OcT。 从ap・, 16-9/

「マグ ダ ラのマリア」 prp .季G  H)KE

f.sg.D.     「一かち」  f.sg.G.

伊15. BocKpec鷺yB paHo B nepB日 錘 遅eHb He且e、πH, H班cyc 只BHπc牙 cnepBa

酪aPHH ム～ar員a涯HHe, 頂3       KoT◎Po賛 認3rHa丿l ce～屯b 6ecoB.  /B}矼6./

「マグ ダ ラのマリア」     prp.+G  KOTOPb】 醯

f.sg.D.       「一かち」  f.sg.G.

「週 の は じめ の 日の朝 早 く、 イ エ スは 、 かつ て七 つ の悪 魔 を(そ の 女ヵ}一勲

追 い 出 して や った マ グダ ラの マ リヤ に まず姿 を あ らわ され た 。 」

こ こで み る限 りで は 、二 つ の 関係 詞 の統 語 的環 境 は 同 じで あ り、H麗 か らKO-

TOP畷 へ と関 係 詞 が 置 き変 わ っ た よ う に みて とれ るが 、 事 情 は そ れ ほ ど単 純

で はな い 。 確 か に古 代 ロ シア語 にお いて 、H肥 は 、16～17世 紀 まで の残 存 し

て い る文 献 、 特 に文 学 作品 や年 代 記 、宗 教 的文 献 に お いて 非 常 に よ く使 わ れ

て お り、 一 方 のKOTOPb1Hは 、 そ れ と比 較 して文 献 に み る 限 りで は、 生 起 の頻

度 は低 い。 と は い え 、古 代 ロ シア語 に おけ る早 い時 期 に お いて さえ 、1困 関

係 詞 と して のKOTOPH販 の使 用 が み られ るの であ る。 こ うい つた点 が 古 代 ロ シ

ア語 の 主 要 な 関 係 詞K齟 とKOTOPh旧 の 関係 を複雑 に して い る。

 次 章 よ り、16世 紀 の文 献 につ い て 両者 の分布 を 調 べ 、 そ の 関 わ りを 検討 し

て い き た い。
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2.調 査 の対 象 と した文 献 にっ い て

2.1.文 献 を選 ぶ に あ た って

 H肥 とKoTOP硼 の 分 布 にっ いて 、 従 来 、次 の二 点 が指 摘 され て い る。

i)文 献 の 性 格 に つ いて

① 宗 教 的色 彩 の 濃 い文 献(例 え ば 、聖 書 外 典 、聖 者 伝 、 高 雅 な文 体 を志 向

して 書 か れ た 英 雄 伝 な ど)に お い て は 、専 らH肥 が使 わ れ る こ と。

② 世 俗 的 色 彩 の濃 い 文献(例 え ば 、法 典 文 、 訴 状 、 私 信 等 〉 にお い て は 、

専 らKoToPblHが 使 わ れ る こ と。

ii)文 献 の年 代 にっ い て

 ①15～16世 紀 辺 りか らKoTOP皿 がH聡 の分 布 域 を 侵 して 多 用 され る よ うに な

 って きた こ と。

 以 上 の点 は 、 筆 者 が 概観 した諸 文 献1Dに っ い て も傾 向 と して は 正 しい と

思 わ れ る。 しか しな が ら、 これ だ け の指 摘 で は 両 者 の 関 係 が 余 りに も不 明 瞭

で あ る。 多用 さ れて い た擁肥 がKOToPHHに そ の分 布 を譲 る過 程 に お い て どの 様

な状 況 に あ った の か 。 両者 の間 に機 能 の 分 担 と い うこ とは起 こ らな か った の

か。 こ うい った 疑 問 に 対 して 、i}、 ii)は 、 多 くを示 して い る と は言 い難 い。

そ こで 、 これ らの疑 問 を 明 らか にす るた め に、D、ii)に 基 づ い てH肥 とKO-

TOPLIHに つ い て更 に詳 しい調 査 をす れ ば 、 各 々 につ い て そ の機 能 を よ り明 確

に す る こ とが で きる 。 調査 の対 象 と して は、 多 様 な性 格 の文 献 を求 め得 、 二

っ の 関 係 詞 が 競 合状 態 にあ った と考 え られ る16世 紀 ご ろ の文 献 が 最 も適 して

い る と考 え るσ 又 、16世 紀 は 、統 一 文章 語 が成 立 を見 る17世 紀 の 前 夜 と して 、

大 き く分 けて 二 っ の文 章語 の並 存 状 態 に あ った と い え る。 即 ち 、民 衆 口俗 語

に 基 を 置 く文 章 語 と教 会文 語 に基 を お く文 章語 の 二 っ で あ る。 上 のi)に あ る

よ うに 、文 献 の 性 格 が二 つ の関 係 詞 の生 起 に あ る程度 、 関 与 す るの で あ れ ば 、

この よ うに動 的 な言 語 状 況 に あ る時 代 の 文献 は 興 味 深 い。 調 査 文献 と して は 、

な るべ く、 ジ ャ ンル の 異な る もの を選 ん だ。

2.2. 調 査 対 象 と した文 献

 調 査 の 対 象 と し て 、 次 の 六 点 を 選 ん だ 。 選 択 に あ た っ て 、 ジ ャ ン ル 、 文 体 、

作 者 ・ 作 品 に 対 す る 評 価 な ど に っ い て は 、 BHHoKyp(1945},』apHH(1975),

JIHx創eB(1980》,Φ 觚HH(1981)を 主 に 参 考 に し た 。 文 献 名 の 後 の[]は 、 例 文

出 典 の 際 の 略 号 と す る 。 各 文 献 の 分 量 に っ い て は 、 付 表Bを 参 照 。

① マ キ シ ム ・ グ レ ク の 著 作 よ り

 i)幸 福 に つ い て の 手 紙[蔵 「.,nOC.0ΦOP.]

 ii)サ ボ ナ ロ ー ル の 話 [从.r.,nOB. o CaB.]
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 マ キ シ ム ・ グ レ ク 蕊aKc脳rpeK〔 俗 名 齟xaH刀 ―从aKcHA T四Bo潤c)は 、1470年

ご ろ ア ル バ ニ ア で 生 ま れ 、1550年 代 に ロ シ ア で 客 死 。1492年 頃 か ら イ タ リ ア

に 住 み 、 ア フ ォ ン で 得 度 し た 修 道 僧 。1518年 、 大 公 ワ シ ー リ ― 皿 世 の 招 き に

応 じ て モ ス ク ワ へ 来 て 、 著 作 、 翻 訳 に 従 事 し た 。 ト ベ リ に て 死 す 。 文 体 は 、

文 学 的 、 文 語 的 で 、 口 語 的 な 要 素 は み ら れ な い 。i)は 、 宛 名 は 不 明 。16世 紀

ロ シ ア で 人 気 を 博 し て い た 占 星 術 、 運 命 論 を テ ー マ と し た 手 紙 で 、 後 のHec-

T脳aTe册 「禁 欲 主 義 者 」 の 運 動 に っ な が る 活 動 を 行 っ て い た 著 者 の 目 か ら み

た 、 こ れ ら 流 行 へ の 批 判 的 な 意 見 が 書 か れ て い る 。ii)は 、 著 者 が イ タ リ ア

滞 在 中 、 最 も 影 響 を う け た サ ボ ナ ロ ― ル に っ い て の 話 で あ る 。 そ の 活 動 と 悲

業 の 死 の 詳 細 な 記 述 が な さ れ て い る 。 僧 侶 の 生 活 へ の 言 及 が 多 い の で 、 宗 教

的 色 彩 の 濃 い 作 品 と な っ て い る 。 調 査 に 使 つ た テ キ ス ト は 、na齟TH照H』KTe-

paTypu恥eBH碗PyCH[以 下 、 n朋Pと 略 す]{1984)収 録 の も の 。

② カ ザ ン 史Ka3aHCK餬HCTOP湖[K』.]

金 帳 汗 国 成 立 か ら1552年 の イ ワ ン 雷 帝 に よ る カ ザ ン 汗 国 征 服 ま で を 描 い た

歴 史 小 説 。 軍 記 物 で あ る 。 作 者 は 未 詳 。 成 立 は 、1564年 一1566年 と さ れ て い

る(加xaqeB(pe丑.))。 作 中 で 作 者 が 自 分 に っ い て 、 「二 十 年 間 カ ザ ン に あ っ

て 皇 帝 に 仕 え た 。 」 と し て い る が 、 実 際 、 ど う い う 背 景 で 成 立 し た の か は よ

く わ か ら な い 。 』apHH(1975:p.252)に よ る と 、 文 体 は 、 レ ト リ ッ ク を 駆 使 し

て 高 雅 な 文 体 を 志 向 し て い る が 随 所 に 俗 語 の 要 素 が み ら れ る と い う 。16世 紀

に 特 徴 的 で あ る 文 学 作 品 の ジ ャ ン ル の 多 様 化 に 応 じ る た め 、 調 査 文 献 と し た 。

使 用 し た テ キ ス ト は 、n朋P(1985)に 収 録 の も の 。 他 にno册oe co6paH∬e pycc-

KHx』eTonHce厳(nCPH)T.19よ り 、1.HcToPHH o Ka3aHcKo醜L UaPcTBお を も

参 照 し た 。

③ イ ワ ン 雷 帝 か ら ク ル プ ス キ ー 公 へ の 手 紙[nOC.,Kyp.]

イ ワ ン 雷 帝HB捌H rPo3H曲(1530～1584年)と ア ン ド レ イ ・ ク ル プ ス キ ― 公

AHπpen Kyp6CK舩(1583年 没)と の 間 に か わ さ れ た 往 復 書 簡 の 一 つ で あ る 。

1564年 に イ ワ ン 雷 帝 か ら ク ル プ ス キ ― 公 に 宛 て た 返 書 で あ り 、nePBoe noc-

πaH肥HBaHa rpo3Horo Kyp6cKow「 イ ワ ン 雷 帝 か ら ク ル プ ス キ ー へ の 第 一 の

手 紙 」 と し て 、 写 本 に よ っ て 広 く 普 及 し て い る 著 作 で あ る 。 元 選 抜 者 会 議 の

成 員 で あ っ た ク ル プ ス キ ー 公 が 、 リ ボ ニ ア 側 に つ い た こ と を 非 難 し た 手 紙 で

あ る 。 こ の 文 献 は 、 私 信 の 性 質 は 持 た ず 、 帝 が 、 逆 臣 に 対 し て 怒 り を 表 し て 、

国 家 の 威 信 を 示 す た め の 文 書 と し て 書 か れ て い る 。 使 用 し た テ キ ス トは 、

HePenHcKa HBaHa rPo3Horo c AH丑pee温 Kyp6cKH邑, 1979 よ り 、nePBoe

n◎cπaHne澀BaHa rpo3Horo Kyp6cKoMy(い わ ゆ る1― 只nPocTPaHKa男Pe丑aKqH幻 。

尚 、n朋P(1986)の 中 で 〈_〉 で 示 さ れ て い る 聖 書 か ら の 引 用 部 分 に っ い て は 、
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調 査 の 対 象 とは しな か った 。

④ イ ワ ン 雷 帝 の 手 紙

 i>英 国 女 王 エ リ ザ ベ ス1世 へ の 手 紙(1570年)[Hoc.ε 朋3.]

ii)ス ウ ェ ー デ ン 王 ヨ ハ ン 皿 世 へ の 手 紙(1573年)[noc. Hor』]

iii)キ リ ル ・ ベ ロ ゼ ル ス キ ー 修 道 院 へ の 手 紙(1573年)[noc. KHP.-Be儿]

iv)シ メ オ ン ・ ベ ク ブ ラ トー ビ ッ チ へ の 手 紙(1575年)[Hoc. C. BeK.]

 v)ポ ル ヴ ェ ン ス キ ー へ の 手 紙(1577年)[noc. no乱]

vi)ヤ ン ・ホ ド ケ ー ビ ッ チ へ の 手 紙(1577年)[Hoc.廻. Xo且.]

vii)ポ ー ラ ン ド王 ス テ フ ァ ン ・ バ トー リ ー へ の 手 紙(1581年}[noc. c.

  BaT.]

イ ワ ン雷帝 が そ の治 世 の間 に外 交 文 書 と して も の した 書 簡 が残 って い る。 相

手 に よ って(誰 に宛 て られ た手紙 で あ るか に よ って)矼 犯 とKOTOP硼 の 分布 が

違 って い た 。 文 献 の 列 挙 の順 は、 使 用 した テキ ス トHocπaH澀e HBaHa rpo3―

Horo(1951)に 収 録 され て い る順 に した が った。 但 し、 今 回 の調 査 に関 して分

量 的 に 有 意 で な い と考 え られ る もの は 、対 象 か ら除 外 した。 聖 書 か らの 引用

部分 は 、文 献 ③ の扱 い に同 じ。

 尚 、 文 献 ③ と④ は 、 同 じ くイ ワ ン雷帝 の手 紙 で あ るが 、③ の 占 め る量 的 な 、

又 、 文 学 作 品 と して の 評 価 の優 位 で あ る こ とを 考 慮 して 、別 の 文献 と した 。

この 書 簡 集 を 選 ん だ の は、 同一 の 人 物 に お け るK麗 、KOTOPHHの 使用 状 況 を確

認 した か った か らで あ る。

⑤ 家 庭 訓 丑0从OCTP碗[丑o～4.]

厂家 庭 訓 」 は 、15世 紀 か ら16世 紀 古 代 ロ シ ア に お い て 汎 く 行 き わ た っ て い

た慣 習 、 道 徳 概 念 の 集 大成 と も言 うべ き編 纂 本 で あ る。 編者 は 、 ノ ブ ゴ ロ ド

出 身 の 高 僧 シ リベ ス トルC矼肪BeCTP(16世 紀 初 ―1568年)。 内 容 は、 国 家 の長

を ツ ァー リ(帝)と す るな ら家庭 の長 は一 家 の 男 主 人 とす る家 父長 制 を肯 定

す る教 え に則 した も の であ る。全64章 か らな り 、信 仰 に つ い て の教 え の章(

前 半25章 まで)と 、 家 計等 、 日常 生 活 の こ とに つ いて の章(後 半26章 か ら63

章 まで)と 、 お そ ら くは、編 者 シ リベ ス トル が 著 した と思 わ れ る子 へ の教 え

の章(64章)の3っ の部 分 か らな る。 今 回 の 調 査 に お い て は 、25章 まで と64

章 を 、 宗 教 的 文 献 、 又 、26章 か ら63章 まで は、 卑 近 な 内容 を 持 っ の で 世 俗 的

な文 献 と見 な した 。 テ キ ス トは、H朋P(1985)収 録 の もの(「nB. Q. X畷,149,

瓦1-ル124:い わ ゆ る コ ン シ ン本)を 使 用 した 。 編 者 シ リベ ス トル は 、 文 献③

の書 簡 の 宛 て られ た クル プ スキ ― 公 と同 じ く、 イ ワ ン雷 帝 の 側近 で あ った が 、

後 に失 寵 に あ つた 。 成 立 は定 か で は ない が 、16世 紀 中 葉 に は成 立 して いた と

され て い る。
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⑥1550年 の 法 典Cyπe6H臘1550 ro照[Cy丑.]

「1550年 の 法 典 」 は 、 イ ワ ン 雷 帝 の 時 代 に 発 布 さ れ た100条 か ら 成 る 法 典 。

編 纂 は 、 選 抜 者 会 議 に よ り 、 各 地 に 発 布 さ れ た 。 膨 大 な 量 の 写 し が 残 っ て い

る が 、 写 本 間 に 相 違 は 余 り 見 ら れ な い{C顕e6HHKHXV-X VI BeKoB:p.114)。

今 回 の 調 査 で は 、 い わ ゆ る 事 務 文 体 配 πOB棚 CT湘bの 代 表 と し て 選 ん だ 。 古

代 ロ シ ア に お い て は 、 法 典 は 簡 潔 な 文 章 で 分 か り や す く 書 か れ て い た 。 テ キ

ス ト は 、Cy肥6H甑HXV-XW BeKoB{1952)に 収 録 の も の 。(16世 紀60年 代 初

め の 写 本 に よ る 。)

3. 調 査結 果

 前 章 で 選 ん だ文 献 に つ い て 、 ま ず澀兆EとKOToP協 を 、 そ の用 法 に関 わ らず 抽

出 した 。

3.1. H巫EとKOTOPbIHの 分 布

 H麗 とKoToP翩 の用 法 には 、1章 に あ げた 関係 詞 と して の用 法 とは 異 な る も

の もみ られ る。 しか しな が ら、表1に あ らわれ て い る よ うに 、文 献 に よ って 、

觚EとKOTOPbIHが 用 法`こ 関 わ らず 、 使 い分 け られ て い るの が み て とれ る。 そ れ

ら諸 用 法 に は 、関 係 詞 と関 連 す る点 が少 なか らず み う け られ る こ とか ら、 こ

こで は 、 関 係 詞 と して の用 法 及 び そ の変 則 的 な用 法 に 加 えて 、H麗 とKOTOPH醯

の形 式 を とる もの を 原 則 と してす べ て調 査 対象 と し―た 。12}

表1.H麗 とKoToPb】Hの 分 布

① ② ③ ④ i ii iii iv V vi vii ⑤ 前 後 ⑥ 計

H)KE 110 187 166 62 一 ― 25 一 32 4 1 20 20 ― 鹽 545

KOTOP認 ― 7 6 89 9 20 5 5 3 1 46 52 8 44 162 316

3.2.関 係 詞H麗 とKOToP田

 関係 詞 と して のH肥 とKOTOP田 は 、文 献 に よ り ほ ぼ分 布 を 異 に し、 一 つの 文

献 にお いて 両 者 が等 し く拮 抗状 態 に あ る もの は な い。H氷EとKoTOPblHに っ い て

こ こで 注 意 を 引 くの は 、HXEが 専 ら使 用 されて い る文 献 にお い て、 少 数 で は

あ るがKOTOPb嗣 が 見 られ る とい う点 で あ る。 こ の こ と は、 文 献 の文 体 、二 種

の文 章 語 の併 用 状 況 と の関 わ りに お け るH灘 とKOTOP硼 の 関 係 に つ い て情 報 を

与 えて くれ る。 この点 につ いて は 、4章 にお い て デ ー タ に基 づ い た考 察 を 行

い たい 。
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3.3.変 則 的 なH泓EとKOTOP棚

 文 献 を詳 細 に調 べ て 行 く と、H就 及 びKOTOP協 の各 々 に つ い て 関 係 詞 と は 、

語 義 ・語 法 上 、異 な る もの や 、関 係 詞 の 変則 的 な用 法 と思 わ れ る もの が 観 察

され た 。 本 節 で は 、 そ のよ うな、H麗 及 びKOToPHHに つ い て 報 告 す る。 (後 掲

の 表2、 表3参 照 。)

3.3.1.変 則 的 なH兆Eの 諸 用法

i)接 続 詞 と して 機 能 す る猛麗

跳Eに は 、文 脈 に よ って様 々 な意 味 に解 釈 し得 る接 続 詞 と して 使 わ れ て い る

ものが あ る。 そ の形 式 として は 、関 係 詞 の 主 格 ・対 格 に あた る形式 が 専 ら使

わ れ る 。e鵬 が最 も多 く、 つ いで 、 脳eが 、 比較'的 多 数 で あ つた 。 こ こ に は 、

比 較 的 多 くみ られ た ものの み を あ げ る。t3)

例6.,y丑ep泓 瓢 竃3NKb cBo敢oT 3』a-cTHe cBoH,盥  He MaroaaT虹

                      「一するように亅  「言 う亅
                           inf.

πbcT班, xpaHH ce6e oTo J1濫a H oT noxBaπ 日, H oT K∬eBeTH, H caAb H源 B

qe酪b He Be丿IHqanc～1;  /ムo凹., r渥. 64/

「己 の 舌 と 唇 を 嘘 を 言 わ ぬ よ う に 、 し っ か り と お さ え て い よ 。 偽 り や 自 惚

れ や 中 傷 に か か わ る な 。 そ して 自 分 で は 何 ら っ ま ら ぬ こ と を し ゃ べ る な 。 」

 伊17。 Cb田b Hπ 醒 辺田[epb, He nocπy田b刀llBbl oT矼y Hπ 盟 凹aTep躍, 3 nary6y

H酌b 6y丑 主》Tb, H He no}KHByTb 遅He苴 cBo猛xb g H)Ke    nPorHもBa鴇T oTua H

rもしも―拙 ぱ 」r立 腹 させる亅

     pres.pl.3

月oca泓amTb呂aTe理./丑o邑.,M.18/

「怒 らせる」

pres.pf.3

「父 や 母 に 従 順 で な い 息 子 や 娘 は 、 も し も 父 を 怒 ら せ た り 、 母 を 立 腹 さ せ

起 ―彑 す れ ば 身 を 滅 ぼ し 、 生 命 を 全 う で き ま い 。 」

ii)名 辞 化 の 聾丞E

H粗 に は 、 不 定 詞 に 付 加 し た り 、 節 を 導 い た り し て 、 文 中 に お い て 名 詞 的

働 きを す る句 や 節 を 形 成 す る用法 が あ る。 各 々 の 例 は す ぐ後 に示 す が 、 こ の

用 法 に つ い て 興 味 深 い の は 、次 の 二点 で あ る。

① 不 定 詞 を 従 え るH麗 は余剰 的 で あ る とい う点 。

② 名 詞 節 を 導 くK麗 は 、接続 詞qTO、 即 ち 、KOTOPLmの 優勢 で あ る文 章 語 に

お い て 名 詞 節 を導 く接続 詞 と して 多用 され るqTOに 相 当 す る とい う点 。

いず れ も、16世 紀 以 降 、統 一 文 章 語 の成 立 を 経 て 現 代 ロ シア語 へ 続 く ロ シ

ア語 史 上 、 や が て消 失 して い くH離 が 、 この時 代 に お い て既 に周 辺 的 とな っ
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て い る こ とを 示 して い る。 各 々の 例 をあ げ る。

例8.不 定 詞 に 付 加 す る 例15}

    从Hも 冴{e e)Ke }K腔T腿 一 XpHcToc ecTb, H e濫e y～4peT皿 ―

「こと」 「生 きる」         「こと」 「死 ぬ亅

  inf.                     inf.

nP魘06PわTeH敢e. /从.r.,HoB. o CaB./

 「私 に と っ て は 、 生 き る ≦.彑 は キ リ ス トで あ り 、 死 蠹 三 と は 獲 得 で あ る.」

例g.名 詞 節 を 導 く 跳E

    HHO Ce朋COnpOTHBHO pa3y洞y, e濫e He BOCX◎TeXO醯BCO3eP田eKe邑

     「これLj                      「こと亅

Bo3pacTe ～へ丑a亘eHUe～4 6NT族?  /Iloc. Kyp., 諏. 316 06./

「す る と 、 成 年 に な っ て か ら 、 幼 児 で あ り た く な い と 思 う の は 、 分 別 に 反

し て い る で あ ろ う か 。 」16)

例9は 、先 に あ げ た ② との関 連 で 特 に注 意 を引 く例 で あ る。 この例 は 、 名 辞

化 の爼麗 を用 い て 、ce～ 硼e・.・、即 ち 、ce「 これ 」=e鵬 以 下 の節 と い う構 文

を形 成 して い る と考 え られ る。 こ こで 注 目すべ きは次 の 点 で あ る。 即 ち、 当

時 のH麗 が 多 用 さ れ な い 方 の文 章語 に お いて は名詞 節 を導 くの は 、qTOで あ り

(例10参 照)、CEが 専 ら、 教 会 ス ラ ヴ語 に基 を お い た文 章語 に お い て使 わ れ

て い る こ とを考 え る とCE～E肥 ―.・は 、民 衆 口俗 語 調 の 文 章 語 に お い て 同 じ機

能 を担 うTO～qTo…(例10)の 構 文 に対 応 す る表 現 で あ る と い う点 で あ る。

例10.KTo 3HaTHG,叮o TBo猛naH◎Be pa員a BcB 3e槻 田HaBG跚 丁 冊

          「こと亅

KPOBOPa3πHTHe XPeCTb～iHCKOe, ⊃Ke双aIOq盟 KPOBH Pa3aHBaTII XPeCTb∫{猛CK肱e。

/noc. C. BaT./

「お ま え の 近 臣 達 は 、 キ リ ス ト教 徒 の 血 を 流 そ う と し て 、 お ま え の 領 地 に

キ リス ト教 徒 の流 血 沙 汰 を起 こそ うと企 ん で い る と い う こ と は、 わ か って

 い る。 」

CE～ 膩E… の 構 文 は 、 文 献 ③ クル プ スキ ー への 手 紙 に お い て 多 用 され て お り、

書 き手 で あ る イ ワ ン雷 帝 独 自 の文 体 で あ った と も考 え られ る。 即 ち 、 イ ワ ン

雷 帝 が 、一 方 の文 章 語(民 衆 口俗 語 に基 礎 をお い た と され る文 章 語)か ら、

高 雅 さ を強 調 す るた め に用 いた文 章 語(教 会 ス ラ ヴ語 に基 礎 を 置 い た とされ

る文 章 語)に 借 用 した ので は な いか と も考 え られ る。 この こ と は、i)の 接 続

詞 的 用 法 と併 せ て考 え る と、 H麗 が 、後 者 の文 章 語 に置 い て 前 者 の 文 章 語 に

対 応 す る機 能 を多 く担 わ され て い る こと を表 して い る。 その た め 、H肥 の 用

法 は曖 昧 さが 増 す傾 向 に あ った と言 え るで あ ろ う。
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iii)「 枠 構 造 」 のH肥

ま ず 、 例 を 参 照 さ れ た い 。

例11.HTaAo e凹y B 3aToqe朋H旺KoHqaB田yc兄Ua四Ua皿e rHeBo凪

HeyToπnAa cy叫11 H e冫Ke Ha nPeKoP醜 πeHHe y603e厳 ce訊 ocTaBH B駈HorPa迎,

BocxoTe 3πoxHTpLcTB側oTHqTH./noc. KHp.-B翩./   r葡 萄 園 」

                           m.sg.A.

「そ して 、 彼 は幽 閉 され て死 ん だ が 、 皇妃 は 怒 りを 抑 え きれず 、 か の人 が

生 活 の 資 と して 残 した貧 しい葡 萄 園 を 卑怯 な 手 で 奪 う こ と を欲 した 。 」

この用 法 は 、 ロ シア語 にお け る関 係従 属 文 の一 般 的 な 語順 と して の 《先行 詞

羅 … 関 係 節 ・・.》とい う語順 を 、 《里型≧… 修 簸 部(関 係 節).・ ・被 修 飾語(

先 行詞)》 と い う語 順 に変 え た もの とな って い る。 こ の 用法 にっ い て は、 他

の用 法 と関 連 させ て 次 章で 考 察 を 加 え た い 。

iv)連 辞 省 略 のH凪E

この 用 法 のH*Eは 、 実 質 的 な意 味 を持 たな い よ う思 わ れ るH麗 で あ る。次 例

参 照 。

 例12.騒naKH T甜 肥BL nocπaHHH, e皿e Kb eBPもo凹b:"yqeH盟H

             r手 紙 」 K麗

            n.sg.P.  n.sg.N.

Pa3」IHqHHAH H qK⊃⊃KU棚 He CKHTa鍼TeC只 撃,.  /巫.r., IIOC. 0 ΦOP./

「そ し て 、 そ の 人 は 再 び 、 ユ ダ ヤ 人 へ の 手 紙 に 、r異 な っ た 見 知 ら ぬ 教 え

に 心 惹 か れ て は 行 け な い 。 』(と 書 い た)。 」

この用 法 は 、 関 係 詞 の タイ プi》に おい て 、 関 係 節 中 の 述 語 動 詞 であ る連 辞 が

省 略 さ れ た も の と考 え られ る。 しか しな が ら、 《被 修 飾 語+修 飾 部(前 置 詞

旬 熱 》 とい う結 合 が 古 代 ロ シア語 にお い て一 般 的 で あ る こ とを 考 え る と、 こ

の 用 法 の耶Eは 、 名辞 化 用 法 のH麗 の 同様(例8参 照)、 余 剰 的 なH犯 だ とい え

る。 この 用 法 に は 、 次 の よ うに 《被 修 飾 語(先 行 詞),H肥 … 形 容 詞 相 当 語

(句)》 の場 合 もあ る。

{列1 3. , 06瓦aπa51詠 Bcem Bce丑e}IHolo, nocTaBH 6PaTa  cBoero  nPyca,

                     「兄 弟 丿 「目 分 の」 「プ ルスJ

                     m.sg.A. m。sg.A. m.sg.A。

壁9  BH田eno雌HyT既/nOC. Hoπ./

H麗    「上 に述 べ ら掀 」

m.sg.N. PPP.皿.sg.N.

厂彼 は 、 あ り と あ ら ゆ る 地 を 領 有 し て い て 、 上 に 述 べ ら れ た 自 分 の 弟 の プ

ル ス を 据 え た 。」

iv)の 用 法 と関 連 して 、次 の よ うな屠法 が あ る。

 v) iv)の 更 に変 則 的 な用 法 のH麗
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ま ず 例 を 参 照 さ れ た い 。

例14.:齟a且eHUa  還e   Ha皿erO, e)Ke OT  60ra πaHHarO

「幼 児 亅  「(強意 の助 辞)」 「我 々 の」  prp .+G「 神 亅  「与 えら鮫 亅

m.sg.A.           m.sg.A.    「一から亅 m.sg.G PPP.

                         m.sg.A.

其鱒,xoTe田a n・ π06Ho恥oπy Hory6蕨 ↑H, BoUapH-H虹3H Bo刀o丑H酌epa・

prn・
1.pl。D.

/noc. 1(yp., 丑.317― π.317 06。/17}

「神 か ら 下 さ れ た 我 々 の 年 端 の 行 か ぬ 子 を 、 ボ ロ ジ ー ミ ル 公 を 擁 立 し ヘ ロ

デ 王 の よ う に 、 亡 き も の に し よ う と 彼 ら は 欲 し た 。 」

例14は 、iv)の 連 辞 省 略 の用 法 とそ の生 起 の 環 境 が 相 似 して い る が 、先 行

詞 の格 に 、H麗(こ こで はe鵬)以 下 の主 格 補語 に あた る形 式 が 一 致 して い る

のが特 徴 的 で あ る。 これ を 図 示す る と、本 来 な ら

 先 行詞 ,

[格 形 式i]

H泓E-― 連 辞 ― 一 主 格 補 語

[主 格 形]

と な る べ き と こ ろ が 、

先 行 詞 ,墜 一 ― 連 辞 ― 一―(主 格}補 語

[格 形 式i] [省 略]  [格 形 式i]

とな って い る。18)こ の用 法 は 、関 係 詞H麗 が余 剰 的 に な る場 合 が あ る こと を

や は り示 して い る。 次 章 で 更 に考 察 を加 え る。

3.3.2.変 則 的 なKOTOPLIH

i)不 定 代 名 詞 のKOTO田H19}

H氷Eに 比 べ てKOTOP研1の 方 は 、 変 則 的 な(周 辺 的 な)用 法 を 多 く 持 た な い 。

しか しな が ら、 関 係 代 名詞 のKOToPblHと 密 接 な っ な が りが あ る と 考 え られ る

不 定 代 名 詞 と して の用 法 が あ る。

例15.AKoTopHe濫a誣06HHUu 3a瓦aH日cy五b脳Ho6a HcTUa且o cy冱a

     KOTOP棚 「訴 訟 亅

     f.pl.N  f.P1.N.

no襾Hp牙Tc兒, H no TeA     那aJIo6H胚Ua薦 cy丑b～1A Ho田 」1HH He H渦aTH ⊃K.

        「その亅   f.pl.D.

        f.P1.D.

/Cy丑., CT.31/

「裁 判 に付 され た 訴 訟 で 、 双方 が 裁判 ま でに 和 解 した ら、 これ らの訴 訟 に

つ い て は民 事 官 は 、科 料 を徴 収 して は な らな い。 」
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KOToPH班 が この 用 法 の不 定 代 名 詞 と して 使用 され る頻 度 は非 常 に高 い。 又 、

この 用 法 は 、H麗 の 先 行 詞 を と らな い関 係 代 名 詞 の 用 法 と意 味 上 は同 じ機 能

を 果 た す 節 を 形 成 す る こと もあ る。 次 の よ うな 例 にみ る用 法 で あ る。

卿i1 6. H KoToPb置e HoxoT～lT K Ha～へ, H TH 6, rocy且aPb, 从H丑ocTb

     KoTOPL田

     m.pl.N.

口oKa3aπ, ocπ060丑Hπ H从 6H↑H y Hac 6e30naπbHo, H oT Hac HX H从aTH …le

         prn.                           prn。

         m.P1.D.                   m.P1.A.

Beπeπ.  /noc. C. BeK./

「当 方 に 居 り た い と 思 う 者 達 に は 、 公 よ 、 慈 悲 を か け 、 失 寵 さ せ る こ と な

く彼 らを 当 方 に滞 在 させ 、(彼 らを)こ ち らか ら連 行 す る の は や め て も ら

い た い。 」

この 用 法 は 、 従 属 複 雑 文 で あ る関 係 詞 を 含 む文 と は次 の 点 で 統 語法 上 、大 き

く異 な る。 即 ち 、

① 不 定 代 名 詞 を 含 ん で 形 成 され る文 とそ れ に続 く文 が 並 置 の 接 続 詞 《例15、

 16に お い て は、 跖「そ して 」 》 で っ な が れ て い る点 。

② 不 定 代 名 詞 に よ って 形 成 され る文 にお いて 同 定 され る人 や 事 物 が 、後 置 さ

れ る 文 中 で(代 》名 詞 で 置 き 換 え ら れ て い る 《例16に お い て は 、KOTOPHe

noxo糊T K Ha渦 「当 方 に 居 り た い と 思 う 者 達 」 を 、 HA, Hx「 彼 ら 」(p1.D.,

pl. A.)で 置 き 換 え て い る 。 》 点 。29)

これ らの 点 は あ る もの の、 不 定代 名詞KOTOP闘 を含 ん で 先行 す る文 は 、後 行

す る文 と結 合 して 、 一 つの ま とま った意 味 、 即 ち 、条 件 ・帰 結 の意 味 を表 す

の で 、 この 用 法 は 、 通 常 の 、並 置 接 続 詞 に よ って 導 か れ る文 の 結 び付 きよ り

も、従 属 接 続 詞 に よ って形 成 され る従 属 複雑 文 の結 び付 きに 近 い。 この用 法

に つ い て は 、 次 章 で 、 関係 代 名 詞 と して のKOTOP五 祕と関 連 さ せ て更 に 検討 し

た い 。

ii)疑 問詞 と して のKOTOPHH

これ に は 、 特 に こ の 時代 に特 徴 的 と思 わ れ る 用 法 は なか っ た 。二 例 を あ げ

る に と ど め る 。

 例17。Aonp四b从ocKB日 瓢Beπ 羅Karo HoBaropo聡HncKoBa KH遭e HH凹e

 H皿 B KoToPHx roPo11ex oTnycKHHx He 混aBaTH.  /Cy琵., cT. 77/

KOTOPh巫1 「町 」

m.pl.P. m。pl.P.

「モ ス ク ワ、 大 ノ ヴ ゴ ロ ド、 プ ス コ フを除 くほ か の どの 町 に お い て も、 自

由 身 分 証 を 与 え て は な らな い。 」
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例18.Be瓦b Ko朋poBH◎, HHo To H 6paτbcTBo, a Ko朋He PoBHo・

KOTOPO醒 ア 6PaTbCTBy 6biTH?  一   班HO TO 盟HOqeCKarO )KHTH虹 HeT.

KOTOP囲 「同 胞 意 識 」

n.sg.D. n.sg.D.

/noc. KHP.-Beπ./

「実 際 、 平 等 で あ れ ば 、 同 胞 意 識 が 湧 く 、 が 、 平 等 で な け れ ば 、 ど ん な 回 ―

胞 意 識 が あ ろ う か 。 つ ま り は 、 そ ん な こ と で は 僧 侶 の 生 活 は な い 。 」

4。 考 察

 前 章 で 、16世 紀 の 文 献 を い くつ か 調 べ た 結果 、得 られ たH兆EとKOToP刪 の 用

法 を報 告 して きた 。 本 章 で は、 こ れ らに基 づ き、関 係 詞H麗 とKOTOPHHの 分 布

に っ い て検 討 し、 文 体(文 献 の性 格 に よ る文章 語 の種 類)と の 関 わ りにお け

るH麗 とKOTOPb旧 の 関 係 を探 り(§4.1.)、 次 に、 §3.3.に 基 づ き、 褓EとKOTO-

Pb恥の 各 々 の 変 容 に っ い て 検討 し、 そ れ らが 関 係 詞 の 変 遷 に 及 ぼ す 影 響 を 探

る(§4.2.)。

4.1. 関 係 詞H麗 とKOTOPH澀 の 分 布

 H臚 とKOToP珊 は、 古 代 ロ シア語 に お いて 、関 係 詞 と して の 用 法 で 多 用 さ れ

る。 これ らの 関 係 詞 が どの様 に分 布 して い るか 、 又 、 その 環 境 を 決 定 す る も

の が あ るの か 否 か に っ いて 、文 献 ① ～⑥ か ら得 た デ ー タ を基 に考 察 す る。

 表1に み られ る と お り、H麗 と紅OTOP硼 の分布 は 、文 献 に よ って 異 な り、 一

っ の文 献 に お いて 両 者 が等 し く拮 抗 して い る文 献 はな い。 しか しな が ら、 若

干 数 で は あ るが 、胚麗 の 環 境 にKoTOP囲 が 生 起 して い る場 合 が あ る。 そ れ らを

詳 しくみ て い くこ と に よ り、二 っ の関 係 詞 の うち や が てKOTOPHHが 優 勢 に な

って い く発 端 を 明 らか にで きる の で は な いだ ろ うか。

 関係 詞 澀臚 とKOTOPL掘 の混 用 が 見 られ る の は、文 献 ② 、③ 、 ④iii)、 ④v)、

⑤ の4点 に お い て で あ る。 以 前 の 、混 用 の きわ め て少 な い 文 献 群 を 考 え る と 、

H氷EとKOTopyHの 同一 文 献 上 の 混 用 が 、16世 紀 の古 代 ロ シ アの こ っ の 文 章 語 の

混 成 に よ る統 一 文 章 語 成 立 の萌 芽 を反 映 す る一 事 象 と考 え ら れ よ う。 次 の 例

を 見 られ た い 。

例19.HTaKo KHH3b Bac駟 翩HKHq3b HBaH田 殖cKHe ca納oBo茄cTBo鮪y

邑eH只 B 6ePe⊃KeH班 班 yq皿H践 πHCq, H TaKO BO旺aPH田aC只; a TeX     BCeX,

        偽 す亅       「国 を治 める亅   「あれらの」 「すべ ての人 亅

pf.p.         aor.pl.3    m.p1.A. m.p1.A.
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KoTopHe oTUy Ha田e凹y H 凹aTepH Ha田e苴 6HπH r毋aBK日e H3MeHHHKH, 駈c

KOTOP翩

m.pl.N.

noHH从aHH～I Hx BHnyclくa渥H H K ce6e 盟x nP斑 邑HpH渥H.  /noc. KyP., JL313/

「か く して 、 ワ シ ー リー 、 イ ワ ンの両 シ ュ イ ス キ― 公 等 は 、私 の 後 見 人 と

して 専 横 に振 舞 い 、 国を 治 め た の だ。;私 の 父 や母 に と って裏 切 り者 で あ

2.な ―全 て の 人 物 を 幽 閉か ら解 き、 自分 達 の味 方 に引 き入 れ た のだ 。 」

上 例 は 、 文 献 ③ クル プ スキ ー へ の 手紙 か らの例 で あ る。 加xaqeB(1951:p.465}

に よ る と、 イ ワ ン雷 帝 の文 体 は 、教 会 ス ラ ヴ語 調 で格 調 高 く始 め られ て い て

も、 や が て は 、民 衆 口俗 語 調 に な り、文 体 の混 合 が み られ る の が特 徴 的 で あ

る と され て い る 。 こ の書 簡 に お い て雷 帝 は 、随 所 で 古 い統 語 的範 疇2nを 残

して書 い て い る が 、 例 えば 、 例19で は、 ア オ リス トや 完 了 分 詞 の み に よ る

過 去 形 を 混 用 した り、 双 数 を 消失 して いた りす る点 に民 衆 口俗 語 の 要 素 が観

察 され る。KOTOPHKの 使用 も、 この 口俗 語 の要 素 の一 っ とな ってい る と思 わ

れ る。 このKOTOPb田 の先 行 詞 は 、 二例 と も強 い非 難 の対 象 で あ り、澀麗 の専 ら

使 用 さ れ る環 境 に お け るKOTOP棚 の 出現 を特 徴 付 け て い る。22)

 文献 ⑤ 家 庭 訓 は 、64章 か ら成 る編 纂本 で あ り、章 の 内 容(宗 教 的 記 述 を含

む か 、 家 計 に つ いて な どの世 俗 的 記 述 を 含 む か)に よ って 、H肥 とKOToPEmの

使 い分 け が 明 らか に み られ る。 従 って この 文 献 で は、 両 者 が 混 合 して い る と

は言 え な い か も知 れ な い。 しか しなが ら、 編 纂 本 と は い え 、編 者 シ リベ ス ト

ル も、 ま た、 読 者 も一 編 の 書 物 の 中 にH麗 及 びKoToPHHの 各 々 が 、 の専 ら使 わ

れ る環 境 の併 存 を 認 め てい た とい う事 実 は重 要 で あ る。 そ の こ とは 、編 者 の

意 識 的 な 使 い分 けが あ った と推 定 す る根 拠 とな る。H肥 とKOTOP砠 各 々 の分 布

が 全 章 を 通 じて 同一 章 内 で の混 合 を一 切 見 せず 分 け られ て い た こと は 、 H麗

とKOTOPNHの 各 々生 起 す る環 境 の文 体 的 機 能 が 分 担 され た 状 況(即 ち 、章 の

内 容 か ら察 す る に 、 前 者 は宗 教 的 色 彩 を 付 加 し、後 者 は 世 俗 的 色彩 を 付 加 す

る とい う点)に あ った こ とを伺 わ せ る。

 さて 、 上 で み て きた よ うに 、関 係 詞H巌Eの 多 用 され る環 境 にお い て 現 れ る

関 係 詞KOToPHHは 、分 布 の特 徴 を 、文 章 語 と関 連 させ て あ る程 度 説 明 す る こ

とが で きた 。 一 方 、 調 査 した文 献 に み る限 り、 関 係 詞KOTOPHHの 多 用 され る

環 境 に お い て 関 係 詞 盟肥 が現 れ る こと は 、皆 無 に等 しい 。23⊃ そ の点 か らす れ

ば 、 関 係 詞H麗 の 多 用 され る環 境(文 体)の 方 が 、筆 者(16世 紀 の)に と って 、

よ り意 識 的 に使 わ れ て いた ものだ った の で はな いか と推 察 され る。H麗 とKO-

TOPHHが 、 必 ず し も、16世 紀 の これ ら二 っ の文 章 語 を 代 表 す る単 語 で あ る と

は いえ な い で あ ろ う。 しか しなが ら、 両 者 が 、 これ ら文 章 語 に各 々属 して い

―214ー



た と考 え られ る とす れ ば、 関 係詞H肥 とKOTOPb皿 は 、二 つ の文 章 語 が 、 所 与 の

文 献 に お い て ど の よ うな混 在 状 態 に あ るか に応 じて 、 そ の生 起 が左 右 され る

と考 え て もい い だ ろ う。

4.2. H肥 及 びKOTOPb田 の 変 容

 本 稿 で 報告 した デ ― タは 、 関係 詞 の、H麗 か らKOTOPHHへ とい う変 遷 に お い

て 、懸EとKOToPH肋 各 々 に つ い て も、 それ ら各 々 の変 容 を た ど るた め の情 報

を 提供 して くれ る。16世 紀 の 共時 的様 相 か ら見 いだ せ る、 H肥 にっ い て は 消

失 の 、 そ してKOToPHKに っ い て は 現 代 ロ シア語 に至 る ま で の 、 各 々 の変 容 の

方 向 は 、H麗 か らKOTOP瞳 とい う関 係 詞 の変 遷 に お お い に 関 与 す る と思 わ れ る。

4。2.1. 撚Eの 変 容

関 係 詞H麗 に っ い て は、 そ の 変 容 を伺 わせ る点 と して 、 まず 、先 行詞 との

性 ・数 に お け る一致 を欠 く例 が み られ る とい う点 で あ る。 こ の点 に っ い て は 、

既 に指 摘 され て い る。 例 え ば 、Kepm販eHe(1979)に よれ ば 、 先 行 詞 と性 ・数 に

お いて 一 致 しな い 関 係 詞H肥 は 、14世 紀 まで の文 献 に 比 較 して 、15～17世 紀 の

文 献 に お いて は 急増 して お り、 どの 形式 の代 わ りに ど の 形式 を使 うか(例 え

ば 、釘以eの 代 わ り に 撚eを 使 う、 等 とい った規 則 性)は 、 同 一 の書 き手 に お い

て さ え一 定 で は な い とい う。 今 回 の調査 に おい て もこ の 指 摘 は裏 付 け られ た 。

どの 形 式 の 代 わ り に どの 形 式 を 使 う とい うき ま り はな い もの の 、e鰐 聡 や 、

阿斟くe等、斜 格 形 が 、 本 来 所 与 の先 行 詞 と一 致 す る形 式 の 代 替 形 と して 使 わ れ

る こと は 、 これ らの デ ー タ に お いて 見 る限 りで は見 あ た らな い。 H肥 の 主 格

形 を構 成 す る 、H(購e=盟 蝋e)、 頭 購e明 咄e)、 e(e泓e=e撒e)は 、 当時 の指 示 代

名 詞 の パ ラダ イ ムか らす で に外 れ て しま って い る(各 々 、0陥 、OIla、 OHOに

か わ って い る)が 、 11麗の 斜 格 形 は、指 示 代 名 詞 の 斜 格 形 と同 じ形 式 に よ っ

て 構 成 されて い る。 その た め 、 斜 格 形 は 、書 き手 に格 を 意 識 させ 、 先 行 詞 と

性 や数 に お け る一致 を欠 く觚Eの 代 替 形 には な らな か った もの と考 え られ る。

逆 にい え ば、H凪e、 脳e、 磁eが 、 徐 々 に性 ・数 の 区別 を書 き手 に厳 密 に意 識

さ せな くな っ て い る こ とを 意 味 して お り、 これ らが 関 係 詞 と して の 役 割 を逸

脱 しつ っ あ る こ とを 示 して い る。KepmKelle(1979)は 、 こ の点 に っ いて 、 班肥

は 、15-17世 紀 の書 き手達 に よ って 、限 定 部分 と被 限 定 部分 を結 び付 け る 補

助 的 な不 変 化 詞 と して 考 え られ て お り、既 に、 接 続 詞 的 語 句KOTOPHHと 同 じ

もの と は見 な され て い なか った と考 え て い る(p.100》 。

 今回 の調 査 か らみ る と、H麗 はKOTOPH胚 とは生 起 す る文 体上 の 環 境 は異 な る

と は い え 、関 係 詞 と い う機 能 にっ いて は等 しい 単 語 と して 、 未 だ 十 二 分 に使

用 され て は い た が 、 徐 々に 補 助 的 な用法 で も使 わ れ 出 して い る こ と が み て と
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れ る。 そ れ ら は 、H肥 と い う単 語 の変 容 を示 唆 して い る。 H麗 は や が て 使用 さ

れ な くな るが 、 觚Eの 変容 は 、 この 消 失 を あ る程 度 説 明す る もの と期 待 で き

る。 例 を 挙 げ て 、H肥の 消失 を促 した と考 え られ る事 象 に つ い て 具体 的 に考 察

す る。

伊12 0. H oHも, B1)3.π紅)61!Bb Hxb cbBもTも H H3BoπeH鑓e, cb ycpbπHe赫b

Ho丑b兄Tb脳e no 603ちc賦eBb no且BHrb./从.rりnoB. oCaB./

H)KE         rこのような」 r奉{士 活 動 亅

m.sg.N.    m.sg.N。 m.sg.N。

「そ して 、 彼 は 、彼 らの取 り決 め と望 み を愛 で て 神 の た め の こ うい った 奉

仕 活 動 を衷 心 か ら行 った。 」

こ の例 は 、 「枠 構造 」 を形 成 す るH肥 で あ る。 こ の場 合 に お い て は 、 前 置 詞

句no 603も 「神 の た め の 」 が 、 CHueBb no丑闘rb「 こ うい った 奉 仕活 動 」 を 修

飾 し、no 603もC照e恥no且B貯b「 神 の た め の こ うい っ た 奉仕 活 動 」 とい う ま

と ま っ た 句 で あ る こ とを示 す ため にH澀 の存 在 が 望 ま しか った の で あ ろ う。

と こ ろ が 、 例13の よ うに連 辞 省略 の タ イプ の 関 係 節 で 、関 係節 内 に 主格 補

語 と して形 容 詞 相 当 語 句 が あ る場 合 は、 澀兆Eの生 起 の 必然 性 が 低 くな る。 例

14に い た って は 、主 格補 語 にあ た る形 容 詞 相 当 語 句 が 、先 行 詞 に そ の格 を

一致 さ せ るの で 、H肥 の 生 起 の必 然 性 は 尚 一 層 低 くな って い る と思 わ れ る。

これ ら諸 用 例 は 、 い ず れ も16世 紀 の文 献 に み られ る もの で あ るが 、H肥 の 担

う機 能 が 小 さ くな って い る とい う点 か らH肥 消 失 の 方 向 を伺 わ せ る。修飾 部

に前 置 詞 句 が あ る場 合 と形 容 詞 相 当 語 句 が あ る場 合 の 各 々 に っ いて 示 す。

① 前 置 詞 句 が 修 飾 部(関 係 節)に あ る場 合

塾蝋E一 修 飾 部 一 被 修 飾 辞  (枠 構 造)

(H}Ke no 603も cHUeBb 囂oヱ{B皿rb:例12 0 )

↓

被 修 飾 辞 ― 胆 一 修 飾 部(連 辞 省 略)

(Bb noc識aHHH, e}Ke K eBPおo～4b:例11 2 )

↓

被 修 飾 辞 ―(H凪E→ ゼ ロ)― 修 飾 部

(例 え ば 、KoPo茄Ha CB瓠cK衄3e齟e「 ス ウ ェ ― デ ン の 地 の 王 」

/HOC. 矼or. 1旺/)
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② 形容詞 相 当語句 が修飾部(関 係節)に ある場 合

被 修 飾 辞 ― 璽 里 ― 修 飾 部(主 格 補 語)

(格 形 式i)  (格 形 式 はiに か か わ らず 主 格)

(6pa丁a cBoero npyca, H}Ke Bbl田epo醗HHyT日 敢:{列1 3

↓

被 修 飾 辞 一K麗 一 修 飾 部

(格 形 式i)  (格 形 式i)

(勘a五eH双a}Ke Ha田ero, e冫Ke o↑60raπaHHoro Ha酪:{列14

↓

被 修 飾 辞 ―(H麗 → ゼ ロ)― 修 飾 部

(格 形 式i)       (格 形 式i)

(例 え ば 、KPacH棚 以eB叫H,瀰By蹴H班cHe田B皿o肥Tち 「彼 女 と 共 に

宮 殿 に 住 ん で い る美 しい乙女 達 」/K.匠,r儿38/)

余 剰 的 なH氷Eが 現 れ 、 消失 して い く一 方 で 、余 剰 的 で あ るが 故 に先 行 詞 と の

一 致 を 欠 く場 合 が増 え 、H麗 は 、Ke剛 ㈹ 雌e(1979)が 指 摘 す る よ うな 修 飾 部 と

被 修 飾 部 を つ な ぐ補 助 的 な 単 語 と見 な され る傾 向 に あ った と考 え られ る。 そ

して 、 そ うい った状 況 が 、 一 致 を守 るH氷Eに も機 能 上 の曖 昧 さを与 えて しま

って い る。 更 に 、 §3.3.1.に あ げ た接続 詞 的用 法 のHXEが 、 そ の 文 脈 に よ る

意 味 を 多岐 に わ た らせ て い る こ と も これ を助 長 して い る。 こ れ らに よ り、16

世 紀 の ロ シア 語 に お い て既 に 文体 的特 徴 を 付加 され て い る と考 え られ る(§4.

1.参 照)H麗 は 、 ます ま す その 傾 向 を 強 めて い った の で あ ろ う。23}

4.2.2.KoTO%mの 変 容

16世 紀 の ロ シ ア 語 でKOTOPb贋 の 諸 用 法 の う ち 使 用 頻 度 が 高 い の は 、 §3.3.2.

のi)で あげ た 不 定 代 名 詞 と して の 機能 で あ る。 これ は 、H肥 の機 能 の一 部(

無 先 行 詞 の関 係節 を 導 く機 能)と 意 味 の上 で は 同 じ機 能 を果 た す場 合 もあ る

こ と(例16参 照)は 、 既 に述 べ た 。 と ころで 、 現 代 ロ シア語 にお いて は こ

の用 法 のKOTOP硼 は み られ な い。 そ れ で は、古 代 ロ シ ア語 に お け る不 定 代 名

詞 の機 能(以 下 、特 に断 わ らない 限 り不 定 代名 詞 のKoToPL】Hと は 、 §3.3.2.

のi)のKOTOPblHを 指 す こ と とす る。)は 、現代 ロ シ ア語 で は 何 に よ って 担 わ

れ て い る のか 、 とい う疑 問 が生 じて くる。 又 、H麗 が 消 失 して 行 くにっ れ て 、

K肥 の 果 た して い た関 係 詞 と して の機 能 がKOTOPH匠 に よ って か な りの 部 分 が 代

替 され る とす れ ば 、 そ の こ と はKOTOPLIHの この 変 容 に なん らか の 関 わ りが あ
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る の で は な い か 。

 16世 紀 の ロ シア 語 に お いて は、KOTOPLMは 不 定 代 名 詞 と関 係 代 名 詞 と して

の二 っ の 用 法 を 併存 させて いた が 、 現代 ロ シア語 で は 、 関 係 代 名 詞 と して の

用 法 で しか 現 れ な い 。25}こ れ を図 示 す る。

古 代 ロ シア語

KOTOPLI矼 ― 被 同 定 辞, K―TOT― 被 同 定 辞

(例15)

i) KOToP㎜ ― 被 同 定 辞, H―(指 示)代 名 詞

  (例16)

ii)― 先 行 詞, KOTOPHH

(関 係 詞KOTOP棚)

現 代 ロ シア 語

一先 行 詞 ,KOTOP顧

(関 係 詞KOTOPLI疏:例21,22,23)

現 代 ロ シ ア語 のKOToPb咀 の 例 を あ げ る。

伊12 1 . IIBeTyx擁H ■e』 β Ton     coc↑o兄HHH, KoToPoe 飼Lo濫Ho Ha3Ba↑b

           「その」  「状 態 」   KoToPm

           m.sg.P. n.sg.P.   n.sg.A.

6e3皿yAbeA。  /rpa温., '80, §2905/

「 ッ ベ ト ゥ ヒ ン は 、 無 思 索 と い っ て よ い 状 態 に な っ た 。 」

例22.H珊qe Te,   KoTopHe 60肪 皿e Bcex H B ca～40A遅 翩e cKyqa田T,

「あれらの人 々 」KOTOPL磁

皿.pl.N.  m.pl.翼.

cTaPamTc只 clくPHTb gTo I{eσ{acTbe KaK HGPoK.  /rPaM., '80, §2925/

「今 や 、 誰 よ り も 実 際 退 屈 し て い る 人 々 が こ の 不 幸 を 罪 悪 の よ う に 隠 そ う

と し て い る 。 」

伊12 3 . qe.兀oBeK,  KoToPN孟 3Ham呱H苴 cBoe 長eπo ... KoToPu蠡 H ca～4

r人 間 」  KOTOPH抜            KOTOPH疏

皿.sg.N.  m.sg.N.                 皿.sg.N.

cHT H πoma且b cHTa, 3aBcerヱIa noKoeH _. /qex., TocKa/

「己 の こ と を し っ.か り や っ て い る 人 間 は 、 … 自 分 の 腹 も い っ ぱ い で 、 馬

も 満 腹 し て い る(人 間)な ら 、(そ の 人 間 は)い つ も 何 も い う こ と は な い

さ … 。 」

上 図 の 古 代 ロ シ ア語 のi)に 対 応 す る と考 え られ る の は、 例22、 例23の
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よ うにKOTOPL噴 に よ って 導 か れ る関 係 節 が主 節 に埋 め 込 ま れ た文 で あ る。

 現代 ロ シア語 か ら さか の ぼ って 、 消失 して しま った 不定代名詞のKOTOPHH

の用法 の 代 替 形 を考 え る に際 して 注 目す べ き点 は次 の 三 点 で あ る。

① 並 列 の接 続 詞 及 び被 同 定 辞 の 同 一 の名 詞 や(指 示)代 名 詞 に よ る繰 り返

 しの 消 失 。 つ ま り、 現 代 ロ シア語 に お いてKOTOPb磁 は 、従 属複 雑 文 を 形

 成 す る接 続 詞 的 語 句 で あ る。

② 現 代 ロ シア 語 に お いて 、KOTOP踊 に よ って 導 か れ る文 に条 件 ・帰 結 の ニ

 ュ ア ンス が で る こ とが あ る こ と。

③ 関 係 詞KoTOP翩 の先 行 詞 とな る名 詞 に指 示 詞TOTが 付 加 す る こ と。

① は 、 統 語 法 上 か な り大 きな変 化 で あ る。 古 代 ロ シ ア語 に お いて 、不 定 代

名 詞 のKOToPb財 に よ って 形 成 され る半 従 属複 雑 文 と も い うべ き文 に お い て は、

KOTOPHHは 不 定 代 名 詞 と して の機 能 と関 係 代 名 詞 と して の機 能 を 合 わ せ持 っ

て いた が 、前 者 の 機 能 が 後 者 の用 法 に よ って担 わ れ る よ うに な った と思 わ れ

る。

 16世 紀 の文 献 に お い て は 、関 係 詞 と して のKOToPHKの 用法 が 、 民 衆 口俗 語

に基 を お く文 章 語 が 優 勢 と な って くるにっ れ て 、 定 着 しつ っ あ った 。 それ に

よ り 《先 行 詞,KOTOPL財 》 の語 結 合(つ な が り)が 一 般 的 と な っ た。 その こ

とが 、 不 定 代 名 詞 のKOTOP舶 が 果 た す機 能 が 例22、 例23に み る よ うな 形

式 に と ってか わ られ る とい う状況 を 引 き起 し、 や が て 不 定 代 名 詞 と して のKO-

ToPb田 の 用 法 が 失 わ れ る こ とに な った と考 え る こ とは 司能 で あ ろ う。

 ② に っ いて は 、 主 節 に埋 め込 まれ たKOTOPHHの 導 く節 に よ る文 に お いて 、

条 件 ・帰 結 の ニ ュ ア ンスが 出 る こ とが あ る(例23参 照)の は 古代 ロ シア語

の不定 代 名 詞 に よ る並 置 の 文 の意 味 を継 承 して い る と考 え た い。

 ③ に つ いて は 、現 代 ロ シ ア語 に お いてKOTOPHKに よ って 導 か れ る従 属 節 が

修 飾す る先 行 詞 に指 示 詞ToT「 そ の」 が 付加 して い る場 合 が よ く見 られ る こ

とに注 目 した い(例21)。 このTOTは 、 古代 ロ シ ア語 の 不 定 代 名 詞 を 含 む文

に 後置 され る文 の中 で 、繰 り返 さ れ る被 同定 辞 に付 加 して い たToT(例15)

の 名残 りで は な い だ ろ うか 。現 代 ロ シア語 にお い て は 、TOTは 、 KOTOPbl畩 に よ

って導 か れ る関 係 従 属 節 と先 行 詞 の結 び っ きを 強 め る役 割 を 果 た す と され て

い る。 《ToT先 行 詞, KOTOPL財 》 と い う環境 にた つ先 行 詞 とな る名 詞 は比 較 的

限 定 の 度 合 が 低 い 、 即 ち、 「人」 や 「物 」 とい つた特 定 性 が 低 い と も言 うべ

き名詞 が 目立 つ 。 例 え ば 、皿u翩OBeK, KOTOP齟 … 「… す る人 は」 等 。26)

この こ と は、 不 定 代 名 詞KoTOPLIKが 、本 来 、有 して い る不 定 的 な(即 ち、 特

定 性 が 低 い と い う)性 格 を 反映 して い る と思 わ れ る。

以上 、 三 点 に っ い て の考 察 か ら古 代 ロ シア語 の不 定 代 名 詞 のKoTOPHHは 、

―219―



そ の形 成 す る 文 の 意 味 機 能 の中和 か ら関 係 代 名 詞 のKOToP田 に統 合 され て い

った と考 え られ よ う。

 16世 紀 の デ ― タは 、 ここ で みた不 定代 名 詞 のKoToP脳 と関 係 詞 のKoToP硼 の

統 合 に っ いて は 、手 が か り を与 え て くれ るにす ぎな い。 しか しなが ら、 そ の

手 が か り を も と に、 現 代 ロ シア語 の関 係 詞KOTOP蹄 の振 舞 い と あわ せ て 、 本

節 で行 った考 察 は 、KOToP団1の 変 容 を あ る程 度 説 明 す る もの とな った と思 う。

この変 容 は、 ロ シア 語 史上 の 関係 詞 班麗 か らKoTOP硼 へ の変 遷 を 、関 係 詞KoTo-

PblHの カバ ー す る機 能 が 増 え た と い う点 で 促 す もの と考 え られ る。

5.お わ り に

 古代 ロ シ ア語 に お け る主 要 な関 係 詞H氷EとKOTOP肌iは 、 ロ シア語 の歴 史 の上

で 、H麗か らKoTOPHHと い う変 遷 を経 た。 本稿 で は そ の変 遷 にお け る、H麗 、 KO-

TOPL皿 両 者 の関 係 にっ い て 、16世 紀 の文 献 を 中心 に調 査及 び考 察 を行 った 。

ま とめ と して 、 今 回 の 調査 で 明 らか にな った 、B肥 とKOTOPLIHの 機 能 の対 応 を

下 表 に示 す。

澀麗 とKOTOP膃 の対応

胚冰E KoToPHH

関
 
  
係
 
 

詞

有先行 詞

§3.2. 関

係

詞

有先行 詞

§3。2.

連 辞 省 略 §3.3.1.-1v),v)
―

無先行 詞 不 定 代 名 詞 §3.3.2.-i)

「枠 構 造 」 §3.3.1.一 猛i)

接 続 詞 的 用 法  §3.3.1、-i)

名 辞 化 用 法   §3.3.1.-ii)

代 名詞+強 意 の助 辞肥

疑 問 代 名 詞 §3.3.2.-ii)

この対 応状 況 を 、脳Eか らKOTOPHHへ の変 遷 の1ス テ ー ジとす る と、 ここ に お

い て次 の二 点 が 大 き く作用 して くる。

① 文 献 の性 格 、即 ち 、 そ こで使 わ れ て い る文 章 語 の 種 類。

②H麗 及 びKOTOPHH各 々の 変容 。

16世 紀 の 文 献 に お い て は、① も② も、H肥 か らKOTOPblHへ とい う変 遷 を促 す 方

向 に 作 用 して い る。16世 紀 の ロ シア語 に おい て は 、二 っ の文 章 語 併 用 状 態 か

らす で に民衆 口俗 語 に基 盤 を お く文 章語 が 優 位 と な って い た 。 従 って そ の文

卓 語 に 専 ら現 れ るKOTOPH臼 が臨Eの 関 係詞 と して の領 域 を 侵 した 。 一 方 で 、H肥
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の有 す る そ の 他 の機 能 の多 くは生 起 の 必 然性 を失 い 、 も し くは、 民 衆 ロ俗 語

調 の 文章 語 に お け る その 対 応 形 に と って 代 わ られ 、 消 失 した 。 更 に 、 古代 ロ

シア語 の 文 章 語 の統 一 の 流 れ にお い て 、 関 係 詞 と して 優 勢 と な ったKoToP硼

が 、 多用 され て いた 不 定 代 名 詞 と して の 用法 を 、 関 係 代 名詞 と して の用 法 に

統 合 す る傾 向 に あ った 。 そ して 、 そ の こ とに よ って 、関 係詞KOTOPH源 は 、 関

係 詞H麗 の 機 能 を全 面 的 に 代替 す る も の とな った と 考 え られ る。 関 係 代 名 詞

のH麗 は 、17～18世 紀 に お いて 、又 、わ ず か に19世 紀 の文 学 作 品 に お い て 、

16世 紀 にす で に その 傾 向 が 顕 著 にみ られ た 古風 ・典 雅 ・教 会 ス ラヴ語 風 色 彩

を っ け る と い う特 別 な意 図 を持 って の み 使用 され る きわ め て 特 殊 な 語 彙 と な

った。 現 代 ロ シ ア語 に おい て は、 胚麗 は 、 もはや そ うい った 意 図 を 持 って も

使 われ な い。

                註

1) 本 稿 で い う古 代 ロシ ア語 と は、17世 紀 後 半 に国 家 統 一 語(Ha眼OHa恥 一

 H曲 照 砿)の 成 立 以 前(11-17世 紀)に ロ シ ア で 使 わ れ て い た 言 語 を 指 す 。

2) 従 属 複 雑 文(cみo濃HoHo耳 鵯HeHHoe nPe期o聡H胚e)を 形 成 す る 関 係 代 名

詞 に よ っ て 導 か れ る 従 属 節 を 指 す 。 Cf. PyccKa賃rPa酬aT照a,§2755,

§2756.

3) 例 文 の 表 記 は 各 例 文 の 典 拠[略 号 に っ い て は 、 §2.2.参 照]と し た テ

 キ ス ト の 表 記 に し た が っ た 。 尚 、 ロ シ ア 語 文 中 、H麗 、 KOTOPblHの 部 分 に は 、

    を 、 先 行 詞 な ど に は、    を、 又 、H澀 、 も し くはKOTOPHHに

よ って 導 か れ る節 や 句 に は、    を、 原 則 と して付 した 。必 要 に応 じ

て、 例 文 申 の 語 句 に は逐 語 訳 を付 した。 又 、前 置 詞 や動 詞 に っ い て 、+n

格 と して あ るの は 、 厂n格 を要 求 す る」 の意 とす る。 訳 文 申 に お いて は 、

例文 に 、 な るべ く対応 す る よ う同 じ く下 線 を付 した 。 その 他 、略 語 にっ い

て は 、本 稿 末 の付 表Bを 参照 。

4) こ れ ら の う ち 、KOHは 、 人 ・事 物 を 先 行 詞 と し て 、 18世 紀 よ り19世 紀

 に か け て 広 く 使 わ れ た 。16世 紀 の 文 献 に お い て も 既 に 散 見 さ れ る 。 例 え ば 、

 Ka3aHcKa∬HcTopHq(HcTop婀oKa3aHcKo齢UapcTBも)の 、 HCP』19巻1に お

 い て は 、 本 稿 で 扱 っ た テ キ ス ト写 本 に お い て 、KOTOPHHが 使 わ れ て い る 箇

 所 にKOHを 用 い て い る 箇 所 が あ り(乱118}、 数 量 的 に は 少 な い が 、 KoToPb皿

 の 同 義 語 と い え る 。KTO「 誰 」 、qTO「 何 」 は 、13―14世 紀 か ら 使 用 が み ら

 れ る 。 数 に お い て は 先 行 詞 と 一 致 し な い 。qTOは 、 活 動 体 を 先 行 詞 に と る

 こ と も あ っ た 。 KTOは 、 次 第 に 関 係 節 を 導 く 接 続 詞 的 語 と し て は 使 わ れ な

 く な り 、 qTOは 、 現 代 ロ シ ア 語 で は 、 主 格 及 び 対 格 の 形 式 に お い て の み 使
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わ れ る 。 他 に 、KAKoB厂 ど の よ う な 」 、q昿 「誰 の 」 等 が 関 係 代 名 詞 と し て

あ っ た 。 い ず れ も 、 余 り 使 用 頻 度 は 高 く な い 。 関 係 副 詞 と し て は 、 「衄

厂ど こ に 」 、Ky丑A「 ど こ へ 」 、oTKyムA「 ど こ か ら 」 、H肥 凪E「 ど こ で 」 、

Kor融 「い つ 」 、HKo厂 ど の 様 に 」 、EJIHKO「 い か ほ ど 」 等 が あ る 。

5)  BycJlaeB{1959),Kep■ 班eHe(1979),KoP田{1877),Jlo从TeB(1956),Cy邑K恥la

 (1954)そ の 他 。 但 し 、 関 係 従 属 文 と し て のH肥 に よ る 文 の 成 立 過 程 に っ い

 て は 、 見 解 の 相 違 が あ る 。

6) Cy从KHHa(1954}, PP.200-201参 照 。

7) Ickler(1981),§3.522参 照 。

8) 古 代 教 会 ス ラ ヴ 語 の も っ と も 古 い 時 代 の 諸 文 献 に は 、 疑 問 代 名 詞 に 起

源 を 持 つ と さ れ る 関 係 詞 は 、 皆 無 と い っ て よ い(Bay∂P:1967,§4.1)。 尚 、

H麗 のHは 、 指 示 代 名 詞 に さ か の ぼ る と す れ ば 、 次 の こ と が 興 味 を 引 く 。 即

ち 、 古 代 教 会 ス ラ ヴ 語 に お い て は 、 指 示 代 名 詞 の パ ラ ダ イ ム とH肥 のHの パ

ラ ダ イ ム は 、 単 数 主 格 形 が 、 同 じ 形 式 を と っ て い る 。 と こ ろ が 、 古 代 ロ シ

ア 語 に お い て は 、 こ れ ら の 形 は 、H佃.sg.N.)、 頭f.sg.N.)、 e(n.sg.N.)の

か わ り に 、OHb、 OHa、 OHOと い う 形 を と っ て 現 れ る の が 普 通 と な っ て き た 。

こ れ は 、 盟、q、 eの 形 式 が 、 パ ラ ダ イ ム の 中 に 同 形 の も の を い く っ か 持 つ

て い た り 、 他 に も 同 音 異 義 語 、 例 え ば 、Hは 、 並 列 の 接 続 詞 「そ し て 」 と

同 じ 形 に な る の で 起 こ っ た と 考 え ら れ て い る 。 古 代 ロ シ ア 語 で こ の 交 替 が

起 こ っ て い た 頃 に は 、H麗 は 、 既 に 、関 係 詞 と し て 成 立 し て い た の で あ ろ う 。

と い う の も 、OHb泓e、 OHa鵬 、 OHO鵬 と い う 形 は 、 皆 無 で は な い が 、 普 及 は

せ ず 、 腮e、 脳e、e滋eに お い て 、 依 然 と し てH― 、 冤一、 e一 が 保 存 さ れ て い た

か ら で あ る 。

  又 、 ス ラ ヴ諸 語 の中 に おい て 、 ロ シア語 と は違 い 、現 代 チ ェ コ語 は、

「ど ち らの 」 とい う疑 問 代 名詞 と同 じ形 式 のkter夕 と と もに 、 H麗 と同 源 と

考 え られ るje彪 が 、 関 係 代 名詞 と して 使 わ れ て い る。(Bayap:1967)

9) 「オ ス トロ ミー ル の福 音書OcTPo薦HpoBo EBaHre朋e」 と は、 補 祭 グ リ

 ゴー リーが 、1056年 か ら1057年 に ブル ガ リア 語 の オ リジナ ル か ら ノ ブ ゴ ロ

 ドの 長 で あ った オ ス トロ ミー ル の た め に、 書 き写 した福 音 書 で あ る。 この

 福 音 書 に は 、 多 くの 東 ス ラヴ語 の 特徴 が 現 れ て お り(特 に 多 くの 無 意識 の

 書 き写 しの誤 りは 、 東 ス ラ ヴの 音 韻の 特 徴 を あ らわ して い る)、 そ れ ま で

 の 南 ス ラ ヴの 言 語特 徴 を表 して い る文 献(古 代 教 会 ス ラ ヴ語 に よ る福 音 書

 な ど)と 区 分 して 、 この福 音書 は、古 代 ロ シ ア語 の最 古 の 文 献 と して一 般

 に 考 え られ て い る。

10) 12世 紀 に 成 立 し た と さ れ るnoBecTb BPe从eHHHx渥eT「 過 ぎ し 年 月 の
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物 語 」 の 中 で 関 係 詞 と し て のKoTOPHHの 使 用 が み ら れ る 。 (』oATeB:1956,

P.561参 照)。 又 、Kep田HeHe(1979:P.76}に よ る と 、 話oπellHe五aHH照a 3aTo-

qH砿a「 ダ ニ イ ル ・ザ トチ ニ ク の 祈 り 」 、C∬OBo o no刀Ky HropeBe厂 イ ― ゴ

リ軍 記 」 、PyCCK餬npaBπa「 ロ シ ア 法 典 」 に は 、 ご く 稀 に 接 続 詞 的 語 句(

関 係 詞)と し て の 使 用 が み ら れ る(1-2例 ず っ)と さ れ て い る 。 古 代 ロ

シ ア の 文 書rpa酌OTaに お い て は(13世 紀 以 降)多 用 さ れ て い る 。

11)

12)

13)

14)

OTUO呂 TBO胚 醜。

「そ し て お ま え は 、 己 の 父 に よ っ て ス ウ ェ ー デ ン の 地 の 王 と な っ た と 、 自

参考 文 献H参 照 。

明 らか に代 名詞+強 意 の助 辞 麗 とわか る もの に っ い て は除 外 した 。

他 に 、KAK「 ―の よ うに」 やKor融 「一の 時 」 の 意 等 に な る こ と もあ る。

対 応 す る例 と考 え られ る もの を あ げ る6

,aTo H ca苒HanHca丑ec鷲,耀 τo Kopoπb Ha CBencKo就3e砌e

 「それ」                『―ということ亅

 n。sg.A.

    /nOC.盟or。 皿/

分 で 書 いて よ こ した で は な い か 。 」

15) 不 定 詞 が 、 単 独 で 、 名詞 と して機 能 す る こ と は 、一 般 的 で あ る。

16) この 例 で は 、e肥 を 「も しも ・.・ な らば 」 とい う条 件 を 表 す接 続

詞 と 考 え る こ と も 可 能 で あ る 。 訳 文 と し て は 、 「 も し …  で あ る と 思 う

と し た ら 、 こ れ は ― ― に 反 し て い る か 。 」 。 し か し な が ら 、 本 稿 で は 、 注

14に あ げ た よ う な 例 の 借 用 と し て 考 え る 。

17) テ キ ス トで は 、nory6町Hに 続 い て 、(H KaKo 6H脳He nory6HM!}

 「(そ し て 、 ど う し て あ い つ ら に 亡 き も の に す る こ と な ど で き よ う か!)」

が あ る 。

18) ち な み に 文 献 ③ ク ル プ ス キ ー へ の 手 紙 の 中 で は 、 先 行 詞 一 盥 一 …く.

主 格)補 語 の 組 合 せ は 、m.A.一 盥 一撫,巫 一魍 ―瑳, m.G.一 盥 ―q£., m.A.-

mKe―A.,皿.G.―e⊃Ke-G.

lg) KoToPbIHに は 、 §3.3.2。 のi)の 用 法 の 不 定 代 名 詞 の 他 に 、 条 件 ・帰

結 の 意 を 持 た な い 不 定 代 名 詞 が あ る 。

例 ,HBH倣eTτOT XO加 ∬HC KOTOpHe 3e砌 豚OH解b K巫OCKBe, H

             f.sg.G.「 地 」

                 f.sg.G.

oH cTaPo滅 ソ rocyπaPIo xoπon Ho cTaPo冊 「 xoみonbcTBy,  /Cy丑., cT.80/

「、 そ し て 、 そ の 奴 隷 が 、 基彑 地 か ら 再 び モ ス ク ワ へ 戻 つ て 来 る と 、 か つ

て の 雇 用 関 係 の も と に 、 か っ て の 主 人 の 奴 隷 と な る 、 」

20) ちな み に、1550年 の法 典 で は、KOTOPHHが 形 容 詞 的 に なん らか の 名
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詞 に 付 加 す る不 定 代 名詞 と して 使 わ れ る例 が81例 み られ 、 そ の うち 、後 続

す る文 の中 で 、 代 名詞 に よ る繰 り返 し35例 、 名詞 が そ の ま ま繰 り返 され て

い る例31例 、 異 な った 名詞 で 言 い善 え られ て繰 り返 され て い る もの2例 、

繰 り返 しの 無 い も の(省 略 され て い る と考 え られ る 例)13例 で あ った。 名

詞 に よ る繰 り返 しの あ る もの は 、文 脈 上 、 も し繰 り返 さな け れ ば曖 昧 さ が

生 じ る恐 れ の あ る箇 所 が 目立 った。

21) ク ル プ ス キ ー 公 へ の 手 紙 の 中 で 、 雷 帝 は 、 完 了 過 去 、 不 完 了 、 ア オ

 リ ス ト な ど を 使 っ て い る 。

22) ク ル プ ス キ ー 公 へ の 手 紙 の 中 で 、 関 係 詞 のKOTOPHHが 使 わ れ て い る

 の は 、 π.312、 北31206、 π.313の3箇 所 で あ る が 、JlyPbe(1951:p.225)に よ

 る と 、 刀.312-π.31906は 、 こ の ク ル プ ス キ ― 公 へ の 第 一 の 手 紙 の 中 で も 、

 最 も 叙 情 的 で あ り 、 個 人 の 感 情 が 入 り 、 激 し た 様 子 で 書 か れ て い る 、 と し

 て い る 。 関 係 詞KOTOP硼 の 用 例3例 が こ こ に 集 中 し て い る こ と は 興 味 深 い 。

23) KOTOPHHの 多用 され る環 境 で あ るの に 、 H組 が 混 在 して い る例 が1例

 だ け あ った σ も っ と も、 そ れ は 、代 名 詞+麗 の結 び つ きで 先 行 す る文 と パ

 ラ タ ク シス の関 係 に あ る と も考 え られ 得 る。 文 脈 上 も特 に 宗 教 的 な記 述 の

 な され て い る と こ ろで はな い。

, a B HeK 11PO Ha皿e rOCy凪aPCTBO 邑KOr狐e HeEPaBHe CJIOBa 【1猛Ca丑

               「多 くの亅 『不 当 な亅 「ことば 亅

               ・・pl・A・,P・pl・A・n・pl・A・

ecK H Hac yKoP兒 ～1,  0     H虹x コKe HecTb Ha凹 noTpe6a II皿caTH

         +P.  H麗

        「―について亅 n.P1.P.

no互Po611y, 。..   /noc. C. BaT./

「そ の 中 に は 、 我 々 の 国 家 に っ い て 多 く の 不 当 な 言 葉 を 書 き 、 我 々 を 非 難

し た の だ 。 そ れ ら に っ い て は 、 詳 し く 書 く必 要 も な か ろ う 。 」

24) 17世 紀 中 葉 に著 され た 「司 祭 ア バ クウ ム の 自 伝 胸 舗eonHcaH盟e

ABBaKy瓦a」 に お い て は 、 宗 教 的 な記 述 に はH粗 を 、 そ うで な い もの に は 、

KOTOPHHの 使 用 が み られ る。 下 例参 照 。

Ero コKe .71申06HT 60r', τoro HaKa3yeT; /、π.214 06./

H肥          rその者 亅

m.sg.A.        m.sg。A.

厂神 は 、 愛 し 給 う 蕈 を 罰 さ れ る の だ 。 」

 HaHnaqe ⊃K nonロ   H  6a6u,  KoTopHx yH∬ ～薤aπ oT 6、πy丑HH, Bon～{T:

「僧 」 「と亅 「尼 」  KOTOPbIH

m.P1.N.  f.P1.N. P1.A.

/.履,202 06. 一 丿1.203/
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「誰 よ り も、私 が た め に 淫 らな行 い をお さえ られ て い た 僧 や尼 達 が、 わ

  め き ま し た 。 」

25) 現 代 ロ シ ア 語 に は 、 §3.3.2.のi)の 不 定 代 名 詞 と し て の 用 法 は 無 い

が 、 不 定 代 名 詞 に 次 の よ う な 用 法 が あ る 。

  KoToPH跳Pa35I cnPamHBa紅}.      (o}KeroB198822:p。243)

  KQTOPb血  「度 」

  m.sg㌔A. 磁.sg.A.

「紅 塵 も 私 は 、 尋 ね て い る 。 」

 KOTOpUe py6兒Ta 逼0～4a CH瓜eπH, KOτOPHe KaTa渥HCb Ha KOHbKaX.

 KOTOPb凾r子 供 達 」     KoTOPb肪

 臨pl.N.皿.pl.N.     皿.pl.N.'{同 上)

  「あ る子 供 等 は 、 家 の 中 に居 り、 あ る子供 等 は、 馬 に 乗 って い た 。 」

26) ここ で 言 う 「特定 性 が 低 い」 と い うの は 、固 有 名詞 を最 も特 定性 が

高 い と した 場 合 、 そ の反 対 に位 置 す る と考 え られ る語 彙 を 指 す 。 例 え ば 、

発 話 に お い て 、修 飾語 を と もな って生 起 す る場 合 が 多 い語 彙 の こ とを指 す 。

付表A 略語

A.=対 格

aor.=ア オ リ ス ト

D.=与 格

f.=〈 文 法)女 性

G.=生 格

1.=造 格

皿.=(文 法)男 性

N.=主 格

n.=(文 法)中 性

P.=前 置 格

pf.p.=完 了 分 詞

pl.2複 数 形

PPP.=分 詞 被 動 過 去

prn.=代 名 詞

prp.=前 置 詞

sg.=単 数 升彡

1,2,3=各 々 、

 1,2,3人 称 を 表 す

BH6.=「 聖 書 」

 (参 考 文 献 ∬ 参 照 》

r乱=「 章 」

rpa从. ,80= PyCCKa5監

    rpa～楢aT誡Ka

(参 考 文 献1参 照)

凡=「 葉 」

丑.06.=「 裏 面 」

oCT. Map.=OCTO～ 觚1POBo

     eBaHre毋 騒e

 (参 考 文 献H参 照}

「マ ル コ に よ る福 音 」

CT.=「 条 」

T.=「 巻 」

qex.=PaCCKa3N(1978)

「チ ェ― ホ フ の短 編集 」

  (参 考 文 献H参 照)

付表B 対象 とした文献の量

① 約55字 ×約758行  ② 約55字 ×約5238行

④i)約55字x約142行 ii)約55字 ×約384行

iv)約55字x約41行  v)約55字 ×約258行

vii)約55字x約860行 ⑤ 前 半 の 章及 び64章

⑤ 後 半 の章 約55字x約1158行

③ 約65字 ×約990行

iii)約55字 × 約566行

vi)約55字 × 約73行

約55字 ×約941行

  ⑥ 約60字 ×約1047行
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表2  n凪Eの 分布

    文  献
用  法

① ② ③ ④ i) ii) iii) i▼) v) vi) vii) ⑤ 前 後 ⑥
合

計

関 係 詞(有 先行詞) 76 143 55 45 ― ― 19 - 23 2 1 6 6 一 一 325

先 行 詞 に 性 ・

数 が 一 致 ―
73 129 35 38 ― ― 14 ― 21 2 1 5 5 ― 一 280

1連 辞 省 略 23 9 4 7 一 ― 2 ― 5 一 一 ― 一 
r

一 卿 娼

先 行 詞 に 性 ・

数 が 不 一 致
3 14 20 7 一 一 5 - 2 - 一 1 1 」 一 45

1連 辞 省 略
幽 5 5 4 一 瞬 3 ― 1 一 一 一 一 一 一 14

関 係 醐(無 先行詞) 13 17 9 6 一 ― 2 . 3 1 一 4 4 - 一 49

先行詞re1.主 格補語
一

 格が一致
1 鹽 5 3 一 ― 膊

'

一 3 一 ρ ― 一 一 一 9

「枠 構 造」 10 5 6 1 ― 一 1 ― 一 魑 ― 2 2 ― 一 24

接 続 詞 的 3 19 36 6 ― 一 2 ― 3 1 一 7 7 - " 71

名 辞 化 5 1 9 用 一 一 ― 一 - ― 一 ― 一 一 一 15

ce～e】 軾e一
一 轉 41 一 一 ― 一 - ― . 卩 一 ― ― 響 41

そ の 他 2 2 5 1 罹 一 1 一 - ― ― 1 1 一 ― 11

合  計 110 187 166
 162

10 0 25 0 32 4 1
 120

120 o 0 545

註:文 献 の番 号 は 、 §2.2.参 照.

尚、⑤の前は、前半25章 までと錆64章 を含む.

各文献の分量については、付表B参 照.

表3  KOTOPHHの 分布

    文  献

用  法
① ② ③ ④ i) ii) iii) iv) v). ▼i) vii) ⑥ 前 後 ⑥

合

 計
―

関 係 詞 籃 3 3 35 6 7 3 1 2 1 15 8 一 8 59 108

先行詞 にTOT

が付加している
一 o 1 9 2 鈩 3 1 一 一 3 ― 一 ― 20  30

―

先行詞にTOT

が付加していない
一 一 2 21 4 7 一 ― 2 一 8 8 一 8 36 67

先行詞が くり

返されている

一 一 囃 5 一 一 一 驪 一 1 4 一 騨 一 3 8

不 定 代 名 詞 一 3 3 22 1 5 ― 4 1 ― 11 38 7 31 90 156

名詞に付加してい

る不定代名詞
- 1 3 15 1 5 - 一 1 鹽 8 32 7 25 81 132

名詞に付加してい

ない不定代名詞
一 2 ― 7 一 一 一 4 ― 一 3 6 ― 6 9 24

疑 問 代 名 詞 一 1 騨 28 1 7 2 一 一 一 18 6 1 5 8 43

不 定 代 名 飼零 一 一 一 2 - 1 一 ― 一 一 1 帥 一 一 5 7

そ の 他 一 ― ― 2 1 一 ― 帽 一 - 1 一 曜 一 ― 2

合  計 0 7 6 89 9 20 5 5 3 1 46 52 8 44 162 316

*に つ いては、本文註19参 照
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